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本研究では，使いにくい Web ページの検出へ向けて，10 名の被験者の Web ページ閲覧時の振る舞いに関する定

量データと被験者自身による主観的な Web ユーザビリティ評価の関連について実験を行い，定量的に分析した．そ

の結果，視線の移動速度を用いることによって被験者自身が主観的に使いにくいと評価した Web ページビュー（あ

る被験者がある Web ページを 1回閲覧する行為．以下，ページビューと呼ぶ）を検出するのに有効であることがわ

かった．さらにマウスのホイール回転量を利用することにより，被験者が使いにくいと評価した 18 ページビュー

のうち，17 ページビューを検出することが可能となった．この検出されたページビューでは，被験者は目的の情

報につながるリンクが見つからず，迷っている状況にあるため，使いにくいと評価したことがわかった．また，こ

の判別の結果，被験者が使いにくいと評価する可能性があるページビューを全 192 ページビューのうち 89 ページ

ビューの約 1/2 に絞り込むことが可能となった．我々はこれらの結果から視線やマウスの動きの特徴量とユーザの

主観の間に関連性があることを確認した． 

これまで，Web サイトに対するユーザビリティテスティングは被験者が訪れたすべての Web ページを対象とし

て評価を行う必要があった．しかし，評価に要するコストはますます増加の一途を辿っており，評価の効率化が求

められている．使いにくい Web ページを効率的に検出することができれば，効率的に評価することが可能になる．

本研究の成果を利用し，ユーザの注視点移動速度という定量的な視線情報を利用すれば容易に検出，評価を行うこ

とが可能になるであろう． 

今後，さらに詳細な実験を行い，ページ内での注視点移動速度をはじめとする定量的なデータと様々な Web ユ

ーザビリティに関する問題点との関係が明らかになれば，問題点を定量的に指摘することも可能になると考えられ

る．  

 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  
添付すること。 
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